議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２７年１０月７日(水)　午後２時２２分～午後２時４３分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　青山直道　　副委員長　　じんの和子
委　員　大島令子　　岡崎つよし　川合保生
ささせ順子　佐野尚人　　山田けんたろう
議　長　伊藤祐司　　副議長　　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　局長補佐　主任


⑴　一般質問発言通告書について
（委員長）・　前回の議会運営委員会で確認した一般質問発言通告書について、公表以前の市長の所信表明に関して発言通告がなされているとのことで疑義が出されたため報告する。当該通告書の質問事項には、「地域共生ステーション」や「安保法制」といった所信表明には記載のない内容が含まれているが、本件について意見があれば発表して欲しい。
（委　員）・　発言通告書を提出する際には市長の所信表明を見ることはできないのだから、ある程度その内容を推測して質問事項を考えるのはやむを得ない。
・　議会運営委員会でも了承している内容であるため、今回はやむを得ないとしてはどうか。
・　一般質問は本人の判断で行えばよいのではないか。
・　林議員の通告は、市長の所信表明とは全く内容が異なるものであり、執行部からどういった答弁がされるか想像できない。これで質問として成り立つのか。

（委員長）・　議長が執行部に確認したところ、当該発言通告に関しては「質問項目」ではなく「質問要旨」に関して答弁を行うとのことであった。
・　疑義の出された質問内容につき、今回はどのように取り扱うか。また、今後はどのように扱うべきか、検討してほしい。
（委　員）・　「質問事項」と「質問要旨」の内容があまりにも異なっていることが今後も続くようであれば好ましくない。ただ、今回は新人議員であり、現状のまま一般質問を行うことでよいのではないか。

　　　　 ・　これを教訓に議員も勉強していくことが必要。
（議　長）・　執行部も「質問事項」の内容が市長の所信表明と異なっているからといって答弁しないとは言ってない。「市長の所信表明について」を「市長の所信について」と読み替えて対応して頂きたい。
（委員長）・　今回の一般質問は、現状のままということでよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　今後の議会運営委員会における一般質問発言通告書のチェックはどのように行うか。
（委　員）・　今回はこのままでよいのではないか。
・　今回の件について、議長としての対応は考えているか。

（議　長）・　発言通告書を作成する際には、議員自身がこれまで以上に注意を払う必要があるだろうし、会派内でお互いチェックするなどの対応も考えられる。また、他の議員の発言通告書を参考にしているケースもあることから、間違い等に気がついた時には、事務局を経由し議運委員長へ報告することで、少しでも早い段階で修正を加えるようにしてはどうか。
（委員長）・　今後は、議員自身が注意して質問通告書を作成することをお願いしたい。また、発言通告書が配布された際の議会運営委員会でのチェックもしっかりとお願いしたい。
　以上で議会運営委員会を終了する。






2

